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要 旨： 発達障害，特にアスペルガー症候群のある人のパニック行動に対する有効な

指導方法の一つに，応用行動分析を利用した振り返り学習が挙げられている．自分の起こ

したパニック行動を客観的に振り返り，場面ごとに自分が選択した以外の行動を選択肢と

して考え設定することで，パニック行動に至らない行動選択を示す方法である．この振り

返り学習は有効性が示されているものの，実際の支援においてはパニック行動を起こした

当事者と支援者がほぼ 1 対 1 で時間をかけて行う必要がある上に，行動選択を示す際など

支援者の力量に左右される傾向があること，さらには汎用性という点では他者への適用が

困難であること等の問題点を含んでいる．我々はこれらの問題点を克服すべく，PC 上で

この振り返り学習ができる学習支援モデル(PRM)を開発しリリースしたが，課題もいくつ

か指摘されていた．これらの課題と発達障害児への支援事例を踏まえ，本研究では新たに

パニック行動を起こす知的障害のある人を対象に，パニックへの対応行動を学習する支援

モデルを作成するためにリリースしたPRMエディターの有効性について検討することと

した．その結果，文字での判別が困難な知的障害児･者の場合，写真や絵などの視覚情報

で選択させることが有効なことから，これを可能にする新規機能を盛り込んだ PRM エデ

ィターのバージョンアップが必要であることが示された． 
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● 

Ⅰ．はじめに 

 
 知的障害がないか，あっても比較的軽度の知

的障害を有する発達障害のある人が，感情共有

や情報伝達等におけるコミュニケーションが

上手にできなかった場合などに，自分の気持ち

の高ぶりを押さえることができなくなり，周囲

の人やモノに対して攻撃的な言動を取ること

はよく知られている．我々は発達障害のある人

のこのような行動をパニック行動の一つとし

てとらえ，このような，パニック行動に対応す

る学習支援モデルの開発と実際の支援につい

て研究を行ってきた(田実ら,2013)17)．これらの

発達障害と言われている障害のある人に共通

した特徴のひとつに，社会的なコミュニケーシ

ョン活動を円滑に行えないことや(藤野,2009)4)，

ジェスチャーや身振り，表情などを含めた非言

語コミュニケーションについて，理解において

も伝達においても困難さを有していることが

明らかになっている(田実,2006,2007)11)12)．ま

た，会話における前後の文脈や状況の理解など，

いわゆる社会的な文脈を理解してその理解を

前提に言語等のコミュニケーション行動を起

こすことが困難であるとも言われている(田
実,2008)13)．このようなコミュニケーション行



 

 

動の拙さが発達障害のある人のパニック行動

の原因の一つとなっており，円滑でスムーズな

コミュニケーション行動を進めるためにもパ

ニック行動をコントロールするスキルを身に

つける必要性が指摘されている(田実ら,2009)14)． 
発達障害のある人に対するパニック行動軽

減を目指した支援プログラムの代表的なもの

としては，C.グレイの Social Stories(2006)3)

やコミック会話(2005)2)，SOCCSS 法(M.B.マ
イルズら,2002)9)が挙げられる．これらは失敗

経験や困難が予想される場面や会話場面を予

め想定しておいたり，パニックに至る行動プロ

セスをスモールステップで分析しステップご

とに代替行動を示すものであり，支援の効果も

期待できるものである．しかし，これらの支援

プログラムに対して田実(2013)17)は，次のよう

な課題点を指摘している．支援者と発達障害の

ある人との①個別対応が原則であり，個別の状

況に応じて Social Stories やコミック会話ある

いは SOCCSS 法による支援モデルを作成しな

ければならず，支援者の労力負担は少なくない，

さらにモデルの作成にあたっては，②支援者が

発達障害のある当事者のことを熟知していな

ければ代替行動の設定が容易ではないこと，③

前提条件としてある程度の応用行動分析の知

識や技能が必要になること，④作成された支援

モデルの内容によっては同一の学習効果を得

ることが難しくモデル内容に左右される可能

性があること，⑤さらには発達障害のある人の

特徴として，経験値の積み上げ，つまり同じで

は無いものの似たような場面で学習した成果

を新規の別の場面で発揮するといった一種の

臨機応変的対応が上手でないこと，である． 
 このような支援効果の般化の問題や個人に

特化した支援方法や支援教材については，パニ

ック行動への対応行動学習に限らず，発達障害

や知的障害その他の障害の多様性に鑑み特別

支援教育での大きな課題となっていた．これら

の課題に対して，最近ではパソコンをはじめと

する情報機器の利用による研究が多くなされ

るようになり，大量の教材作成やデータ処理等

のアシスティブテクノロジーの有効活用が多

く報告されている．アメリカのカーネギーメロ

ン大学で開発された Cognitive Tutor はその代

表的な支援モデルである(例えば松田,2006)8)．

Cognitive Tutor は，PC 上で質問が示され正答

を PC 上で入力する形式で，特に誤った反応に

対して正答へと導く的確なヒントを与えるこ

とができるようにプログラムされており，正誤

の二者択一的な試行錯誤学習で成果を挙げて

いる．通常の教師との対面授業と比較して支援

の効率性や大量の教材作成が可能であること

等から主に算数教育で成果が著しい．しかし，

求められるパニック行動対応学習システムの

場合は，Cognitive Tutor で算数の誤答の際の

ヒント提示に使われている Model Tracing 
Tutor だと正解か不正解かの２者選択設問には

有効であるが，場面や状況によって異なる多様

性が求められる選択基準を設定することは難

しいとされている(辰己ら,2008)18)． 
 Cognitive Tutor 以外にも自閉症やアスペル

ガー症候群のある人に対する情報機器を利用

した支援実践は多くある．Bosseler.A.,ら(2003)1)

は自閉症児に語彙と文法を教えるためのコン

ピュータ動画チューターBaldi を開発し，その

支援効果を評価しているが，新規に獲得させた

単語の定着と般化に効果が見られたとしてい

る．Randell.T, ら(2007)10)は，対話式コンピュ

ーター模擬実験ソフト DTkid を用い，経験の

浅い支援者であっても自閉症児･者への効果的

な支援が可能であることを示している．このよ

うに，自閉症や発達障害のある人への支援にお

ける情報機器(アシスティブテクノロジー)の有

効性は，当事者のみならず支援者側にも効果を

上げているものの，これらの効果は Cognitive 
Tutor で多く採用されている Model Tracing 
Tutor と同じく具体的な思考場面に限定されて

いる．Vera Bernard-Opitz ら (2001)19)は，自

閉症児が社会的な問題を解決したり，多面的な

問題解決法を考え出したりすることが困難で

あることに対して，写真(絵)や動画のような視

覚刺激への反応が良いことに着目し，８人の就

学前自閉症児と年齢をマッチングさせた８人

の健常児に対して１０の訓練セッションを受

けさせた．セッションは互いに無関係な社会的

問題８ケースに対して，可能な解決策と代案と

なる解決策を生み出す選択肢がコンピュータ

上で提示されるものであり，全てのセッション

で動画で示された問題の場面に対する解決策

を考えだすよう求められた．その結果，自閉症

児群は健常児群に対して有意に選択の幅が狭

かったが，自閉症児群の中ではセッション数に

比例して選択の幅が広がったことを示し，PC
上での視覚刺激優位による支援の有効性を示

した．しかし，同時にこれらのセッションで獲

得した問題解決の方策が実際の生活場面にど

れだけ般化されるかは示されず今後の課題と

している． 
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● 

Ⅱ．発達障害児を対象としたパニック対応 

学習支援モデルのリリースと支援事例 

 
１．パニック対応学習支援モデル(PRM)とは 

 このように，発達障害のある人のパニック行

動への対応行動学習については，振り返り学習

が有効であることと視覚刺激を利用した情報

機器(アシスティブテクノロジー)が有効である

ことが指摘されている．そこで，我々は振り返

り学習，特にパニック行動の振り返り学習を簡

易に支援することができる教材として，パニッ

ク行動対応学習支援モデル(Panic Reflection 
Model，以下PRM) を開発した(田実ら,2013)17)． 
 この PRM の基本的な考え方は，パニック行

動の契機となった刺激に対応する反応行動と

その後の連鎖行動のそれぞれについて自分が

選択した行動，つまりパニック行動に至る行動

以外の選択肢があることに気づかせることに

ある．応用行動分析では，結果となる行動 B の

原因と考えられる刺激 A との関係を，A→B と

いう直接的な因果関係と捉えることをせず，刺

激 A が行動 B を引き起こすためには，いくつ

かの反応行動があり，それらの行動の積み重ね

により最終的に行動 B が生起する，と考えられ

ている．つまり刺激 A→行動 B，ではなく例え

ば刺激 A→行動 a→行動 b→行動 B のような行

動モデルを考えることが出来るであろう．実際

に起こしたパニック行動をこのような応用行

動分析的観点でスモールステップに分析し，そ

れぞれのスモールステップで実際に行った(選
択した)行動以外に選択可能と思われる行動を

選択肢として示すことで，最終的にはパニック

行動に至らない行動選択があることを学ばせ

る方法である．発達障害のある人でパニック行

動を起こした場合に，自分のパニック行動

(Panic)を振り返り(Reflection)，PC 上で自分の

パニック行動への対応を学習支援する一種の

教材(Model)である(田実ら,2010 )15)． 
 Fig.1 に刺激からパニック行動に至るまでの

選択行動パターンを示した．パニック行動は，

一般にある種の刺激が引き金になりパニック

行動を生起させる(刺激→パニックに至る行動

１～３→パニック行動)．そこで PRM では，刺

激を受けた時にパニックに至る行動１を選択

するのではなく，他に選択可能な行動選択肢が

あることに気づかせ，その行動選択肢を提供す

ることで，実際にパニック行動に至らない行動

パス，つまり同じ刺激があった場合でもパニッ

ク行動に至らない行動選択の経路があること

を学ばせることを狙いとしている．いくつかの

行動レベルで，選択可能な行動選択肢を設定す

ることで，結果的にパニックに至らない行動選

択をすることができ，最も社会的に望ましい最

適行動(Ex.パニックにならず，余裕をもって刺

激を受け入れ処理することができる)までに至

らなくとも，周囲等の環境が十分受け入れるこ

とができる許容行動(Ex.多少のイライラ感を

表すことがあっても直接周囲に不快感を与え

る程ではない)や，最適行動ほどではないが社会

的および人間関係的に望ましい適切行動(Ex.
イライラ感や怒り等を表情に出さずにいるこ

とができる)行動を選択することができること

をねらいとしている(K.Tajitsu et al, 2009)6)． 
 
２．PRM のリリース 

 このような開発コンセプトをもつ PRM であ

るが，リリースにあたっては PRM を作成する

為のアプリケーションが必要であった．アプリ

ケションの選定にあたっては，①各種 OS やプ

ラットホームに対応したエディターソフトで

あること，②高度な専門知識を必要としないユ

ーザーフレンドリーなソフトであること，③多

様な機能をもつクリエイティブツールソフト

であること，④研究遂行上，データとしてログ

記録を残せるソフトであること等が要求され

ることから，Adobe 社の Flash 作成ソフトウエ

アFlash Professional CS5.5を使用することと

した(田実ら,2013)17)．Fig.2 に支援事例で用い

るためにリリースした実際の PRM トップ画面

を示した．この PRM については，田実ら(2013)17)

を参照のこと． 
 
３．発達障害児に対する支援事例 

（１）対象と支援内容 
 医療機関でアスペルガー症候群と診断され

た中学 2 年生(当時)の男児 A 君を対象として，

実際に A 君が起こしたパニック行動に対する

PRM をリリースした．2009 年 6 月～10 月の

間，1 週間に 1 回 A 君の自宅に訪問し PRM を

用いた学習支援を行った．セッションの回数は

15回である．この際の PRMは全部で６場面(６
パニック行動)あり，学習に要した時間は１回の

セッションで 10～20 分程度である．PC の画面

上に，場面ごとに行動選択肢が示され(Fig.2)支
援者からは特別な指示なく A 君の好きなよう

に選択させた．PRM は一度選択した行動選択

肢はやり直しや変更ができないようになって



 

 

いるので，選択結果に基づき次の画面が表示さ

れ，それぞれの画面での選択結果によって「パ

ニック行動」や「許容行動」，「適切行動」ある

いは「最適行動」へとリードされることになっ

ている．その結果，何回かの試行錯誤学習を経

ることでパニックに至らない行動選択がある

ことを学習できるようになっている． 
セッション開始時，A 君は壁を叩いたり，モ

ノを投げる，母親に怒りをぶつけ罵詈雑言を吐

く，等のパニック行動があった．そこで，この

ような明らかなパニック行動を「大きなパニッ

ク」とし，程度としてはさほどひどくないもの

の自分の部屋に閉じこもって怒っている状態

を「小さなパニック」，それ以外の不機嫌な様

子を「不自然な行動」に分類し，母親に記録を

取ってもらった．15 回のセッションを 6/23～
7/12，7/13～8/2，8/3～8/22，8/23～9/11，9/12
から 10/1 のⅤ期に分け(3 週間毎)，3 週間で A
君が起こしたパニック行動の回数を Fig.3 に示

した． 
（２）支援の結果と課題 
 大きなパニックは，6/23～7/12 のⅠ期に 5 回

と多かったが，Ⅱ期以降 3 週間に 1 回程度と明

らかに減っていた．小さなパニックは，Ⅰ期こ

Fig.2 実際の支援にためにリリースした 

PRM 例(トップ画面) 

  

Fig.3 PRM による学習支援の結果による 

パニック回数の変化 
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そ 1回と少なかったもののⅡ期で 9回と多くな

った．その後Ⅲ期からは 1 週間に 1 回程度と減

っていた．不自然な行動もⅡ期まで(6/23～8/2)
は 3 週間で 7 回と多かったもののⅢ期以降は 1
～2 回と落ち着いていた．全体を通して，パニ

ック行動が全く無くなったわけではないが，パ

ニック行動の発生回数が 3 週間で 1～2 回程度

と減っている．この状態はⅢ期終了後も継続し

て持続できており，学校のみならず家庭などで

も同様の状態を維持しており，PRM の支援効

果をうかがわせる結果となっている．  
しかし，事例としては 1 事例に過ぎず今後は

事例数を増やして統計学的分析ができるだけ

のデータ数を集める必要がある(K.Tajitsu, et 
al,2010) 7)．また，PRM をリリースするにあた

っては，広く普及し汎用性も確立されている

Flash Professional CS5.5 をエディターとして

利用したが，それでもある程度の専門知識が必

要であった．我々が目指している簡単なワード

プロセッサーを操作できる程度の知識，つまり

アシスティブテクノロジーの知識がほとんど

ない保護者や，学校現場で直接支援に当たって

いる教員にも自由に PRM を作成しリリースで

きるエディターソフトの必要性が指摘される

ところであろう(K.Izutsu et al,2011) 5)． 
 
● 

Ⅲ．パニック行動を示す知的障害児・者を 

対象とした PRM 支援の検討 

 

 以上の発達障害のある人を対象とした PRM
に関する研究成果から，知的障害のないか，あ

っても軽度の障害である発達障害のある人に

対する PRM の有効性を述べてきた．一方，知

的障害のある人も，発達障害のある人と同じよ

うな状況でパニック行動を起こすことがよく

知られている．例えば，知的障害の故にコミュ

ニケーションのためのことばを獲得できてい

なかった場合など，ストレスがたまりパニック

行動を起こすことなどはその一例である．コミ

ュニケーションのためのことばの活用がスム

ーズに行われない知的障害のある人に対して，

パニック行動への対応行動を学習してもらう

支援をことばだけで行うことには限界がある

と思われる．PRM は視覚情報が中心となるた

め，PRM から得られた知見を基に知的障害の

ある人にパニック行動に対応する行動を学

習・獲得する支援を行うことが可能であり，今

後は知的障害のある人のパニック行動を対象

としたパニック行動対応学習支援モデルの作

成・リリースが課題になってきた．①誠実性の

原則から PRM 画面の行動選択肢を文字ではな

く，絵や写真場合によっては動画で表示できる

こと，②選択にあたっては，マウスでのクリッ

ク動作だけではなく，パネルタッチ等も可能で

あること，③発達障害のある人に対する PRM
同様，作成に対する簡易性と利便性がより求め

られること等の課題から，PRM 作成・リリー

スのための編集アプリケーションソフトを既

存の Flash Professional CS5.5 からあらたに

PRM エディターを開発することとした．開発

し た エ デ ィ タ ー ソ フ ト は ， PRM Data 
Editor(データ編集ツール )と PRM Player 
WPF(データ再生ツール)であり，データ編集ツ

ールによって既存の PRM の編集を行ったり新

たに PRM を作成し，データ再生ツールで作成し

た PRM を再生するものである(田実ら,2012)16)． 
 
１．知的障害のある人を対象にした PRM 作成・ 

リリースに向けて 

Fig.1 に示したように，PRM 作成にあたって

は行動選択肢の設定が必要であるが，行動選択

肢の選択によるいくつかのストーリーつまり

行動の流れを考えなければならない．知的障害

のある人の場合，複雑なストーリーや行動選択

肢の設定は理解できないことがあり，かえって

学習支援の効果が得られないことが考えられ

る．また，区別がつきにくい微妙な違いしかな

いストーリーや行動選択肢の設定も知的障害

のある人には理解しにくいであろう．従って，

行動選択肢も二択程度に絞り，ストーリーも短

くする必要がある．以下に，実際の作成マニュア

ルに従って，注意すべき検討事項を列挙していく． 
 

２．作成の流れ 

 PRM の作成・リリースは主に PRM Data 
Editor を用いる．マニュアルが用意されており，

編集方法等について詳しく説明されている． 
 Fig.4にPRM Data Editorのイメージ図を示

Fig.4 PRM Data Editor 起動時のトップ画面 



 

 

した．PRM Data Editor を起動するとこの画面

が表示される．①はメニュータブで，既存デー

タの読み込み，新規作成，保存を行うことがで

きる．②データビューウィンドウでは編集中の

全データの状態をツリー形式で見ることがで

き，③編集ビューウィンドウではデータの編集

を行いうことになっている．メニュータブから

新規作成(N)を選ぶと，ストーリーデータのひ

な型が自動的に生成され，開く(O)を選ぶと，

既存データを選ぶウインドウが表示される

(Fig.5)．Fig.6 は，新規作成直後のデータ画面

で，ツリー上のデータ表示となっている．編集

可能な各箇所の説明は以下の通り． 
Title：PRM のタイトルで，他の PRM と区別

するために記述する． 
Question：PRM での学習支援を受ける知的障

害児・者への解説を記述できるデータ入力欄で，

利用者に対して，状況に対する説明や問かけ内

容が設定できる． 
Story：具体的なパニック行動が分かるような

ミニタイトルをつける． 
Scene：パニック行動を起こしたシーン名や絵

を設定する．Fig.7 では便宜上ペンギンの写真

にしてある． 
Situation：シーンや挿絵に対する説明を設定する． 

Select：PRM による学習支援を受ける知的障害

児・者が選択可能な選択肢を設定する．現 PRM 
Data Editor のバージョンでは，ワープロ 1 行

程度のスペースしかなく，文字以外には記号や

小さな写真，絵のみ設定可能である． 
以上の各設定を行った結果が Fig.7 である． 

 

３．PRM を知的障害のある人に適応していく 

ための検討 

 PRM は，学習支援を受ける人(利用者)が実際

に起こしたパニック行動を基に，実際のパニッ

ク行動等は異なる行動へと導く行動パスを示

し，繰り返し PRM に取り組むことでその行動

パスを記憶し，他のパニック行動を起こしそう

な場面に遭遇したときに，パニック行動を起こ

さない行動パスを見つけ結果的にパニック行

動ではない行動選択を選んでもらうことを狙

いとしている．そのためには，学習効果を得る

ために実際のパニック行動の場面や様子を具

体的に示す視覚情報が必要となる．しかし，現

行の PRM Data Editor は，Scene で大きな写

真が設定できるようになっているが，行動選択

肢として設定する Select 画面での大きな写真

や絵の設定が難しい状況である．知的障害のあ

る人の特性に鑑み，文字刺激ではない写真や絵

等の視覚刺激が活用できるようバージョンア

ップすることが望まれよう． 
 また，家庭で保護者の方や学校や福祉施設等

での支援者の方に気軽に使用してもらうユー

ザーフレンドリーな PRM を考えた時に，紹介

したマニュアルにあるような英語の表記では

なく，わかりやすい日本語表記に変更すること

も必要であろう． 
 

Fig.7 新規作成後の画面例 

PRM Date

Question

Situation

Scene

Select

Fig.6 新規作成のための 

ツリー状データ 

PRM Date

Fig.5 新規作成するメニュー 



パニックをおこす知的障害児・者に対する支援モデルの開発と検討 

 

● 

Ⅳ．今後の課題 

 
 Vera Bernard-Opitzet al (2001)19)が指摘し

ているように，PRM で取り上げた場面への般

化や，他の子ども達の PRM を使用した場合の

効果等についても今後多くのケースを分析す

る必要がある．学校関係者だけではなく，家庭

における保護者，特に母親にも容易に作成して

もらえる PRM が望ましいことは言うまでもな

く，その結果，多くの PRM をデータベース化

し，支援教材として自由にダウンロードし使え

るようになれば，般化の課題もクリアできるで

あろう．将来的にはモバイル PC やタブレット

PC，スマートフォンのような携帯端末に対応

させ，いつでもどこでも学習できる環境になる

ことを計画している． 
 
 なお，PRM 作成・リリースのために我々が

開発したPRM Data Editor(データ編集ツール)
と PRM Player WPF(データ再生ツール)につ

いては，原則として希望者に無償配布している．

本研究段階では，課題としているバージョンア

ップがまだできていないが，使用許諾を頂けれ

ばメール添付にて送らせて頂きます．

tajitsu@hokusei.ac.jp までご連絡下さい．メー

ル送信される際には，迷惑メール対策のため，

件名に「PRM の件」と入れて下さい． 
 
 本研究は科学研究費補助金(基盤研究(B) 課

題番号 20330197)の補助を受けており，その研

究成果の一部を発表したものである． 
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